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1. はじめに
近現代のギリシアの歴史や文化を研究していると, 19世紀から今日にいた
るまで, 公的なコミュニケーションの領域において, ヘレニズム (	)
という語が頻繁に使われているのに気づかされる｡ ギリシア語で書かれた新聞・
雑誌の記事, エッセイ, 学術的な著作, 議会演説などに, ヘレニズムという語
を見いだすのは, それほど難しいことではない｡ それは, ギリシア国内にとど
まらず, ギリシア国外のギリシア人コミュニティをふくめてのことである｡
このヘレニズムという語の意味するところは必ずしも明確ではない｡ ヘレニ
ズムは, 時代や状況によって, 変幻自在にその意味内容を変えている｡ 一方で,
この用語は, その意味の多様性にもかかわらず, 同時代のギリシア社会の読み
手や聴き手に, ある程度理解されていたふしがある｡ 彼らが, いちいちヘレニ
ズムの定義を要求するようなことは起こらない｡ 書き手／話し手と読み手／聴
き手のあいだに, ヘレニズムに関する, 暗黙の了解が存在していたかに思われ
る｡
了解されていたと考えられるのは, ヘレニズムが, 多様で雑多な要素を含み
つつも, 近代のギリシア人のアイデンティティを支える概念であったという点
である｡ ヘレニズムは, ｢ギリシア人とは誰か｣ ｢何がギリシア人としての要件
なのか｣ というナショナル・アイデンティティに結びついていると理解されて
いる｡ このような用法は, 19世紀はじめのギリシア王国という民族国家の誕
生と無縁ではない｡ 近代国家形成の途上にあったギリシアにおいて, ヘレニズ
ムは, ギリシア人であるならば当然共有しているであろう同胞意識を前提に,
｢想像の共同体｣ を思い描かせる語として, ギリシア人一般の間に定着していっ
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たのである｡
用語としてのヘレニズムの歴史は古代ギリシアにさかのぼる｡ 古代ギリシア
では, ヘレニズムは, ｢正しいギリシア語｣ を意味する, 文法に関わる用語で
あった(1)｡ キリスト教を受容したローマ, ビザンツ帝国の時代には, ヘレニズ
ムは ｢異教信仰｣ を含意し, キリスト教に対立する概念として理解された(2)｡
今日, ヘレニズムという語の最も一般的な定義は, ドイツの古代史家ヨハン・
グスタフ・ドロイゼン (18081884) によって与えられたものであろう｡ ドロ
イゼンは, 1830 年代から 1840 年代に, 『ヘレニズムの歴史』 全 3 巻
(Geschichte des Hellenismus) を出版した｡ ドロイゼンは, ギリシアの古典
古代が終焉したあとの, 斜陽の時代として軽視されていた, マケドニアのアレ
クサンドロス大王とその後継者の時代に光をあてた｡ 彼は, ヘレニズム
(Hellenismus) を, アレクサンドロスと後継者の時代にみられた, 地中海か
らインドにまで広がる, ギリシアと東方の融合した時代を指す語として用いた｡
ドロイゼンは, この時代を, ギリシアと東方の文化が最高のかたちで統合され
た時代であると見なしたのである｡ 今日においても, 彼の時代区分にしたがっ
て, アレクサンドロス大王の即位 (前 336年) から, ローマ帝国のオクタヴィ
アヌスがアクチウムの海戦でプトレマイオス朝エジプトに対して勝利した時
(前 31年) までを, 一般にヘレニズム時代と呼ぶ(3)｡
近代以降のギリシアにおけるヘレニズムは, アレクサンドロスと後継者の時
代のヘレニズムとはまったく異なる｡ ギリシア人のアイデンティティと密接な
関係を持つ, このヘレニズム概念は, 果たしてどのような政治的・社会的・文
化的な状況を背景に生まれたのか｡ ヘレニズムが内包した多義的な意味とは,
具体的にどのようなものだったのか｡ ヘレニズムが, 多様な意味内容を持った
にもかかわらず, ギリシア人のあいだに ｢想像の共同体｣ を想起させる, ひと
つの力となっていった理由はどこあるのか｡ ギリシア人の集合心性に根付いた
ヘレニズムは, ギリシア史上の出来事に, 具体的にどのように反映されたのか｡
あるいは影響を与えてきたのか｡ これらの疑問に答えること 近代ギリシア
のヘレニズム概念の生成と発展をたどること は, 近現代ギリシア史の理解
を深めるための必須の作業と考えられる｡
本稿は, その最初の試みとして, まずはギリシア文化史の権威ディマラスの
ヘレニズム論に拠り, 19世紀ギリシアにおけるヘレニズムの概要を把握する｡
次に, 19世紀の 3人のギリシア人知識人 フィリモン, パパリゴプロス,
182
Hosei University Repository
セリアノス の著作をとりあげ, それぞれのテクストを検討し, そこに見ら
れるヘレニズムの意味や使用例について整理することにする｡
2. ディマラスのヘレニズム論
コンスタンディノス・ディマラス (19041992) は, 20世紀ギリシアの代表
的な思想家であると同時に, ギリシア思想史・文化史の研究者である｡ 近代ギ
リシア文学についても造詣が深く, ギリシアにおいて比較文学の領域を生み出
した人物のひとりとしても知られる｡ 彼は, 近代ギリシアの文化や文学全般に
かかわる膨大な量の著作を残したが, なかでも, 『近代ギリシア文学史』 (1948
年～49年), 『近代ギリシア啓蒙主義』 (1977年), 『ギリシア・ロマン主義』
(1982年), 『コンスタンディノス・パパリゴプロス 彼の時代, 彼の生涯,
彼の著作』 (1986年) が, 代表的な著作として知られる｡ 1960年に設立された
アテネの近代ギリシア研究センターの初代所長を経て, 1970年から 1978年に
は, パリのソルボンヌ大学で, 近代ギリシア文学の教授を務めている(4)｡
ここでは, 『ギリシア・ロマン主義』 に収録されている小論 ｢ヘレニズム｣
を見てゆくことにする｡ そのなかでディマラスは, 19世紀ギリシアのヘレニ
ズム言説を概観している｡
近代ギリシアのイデオロギーの拠りどころとして, ヘレニズムという用語は,
繰り返し登場する｡ ディマラスによると, このヘレニズムは, ｢大言壮語｣ 的
であるか, あるいは, ｢苦々しい憤慨｣ をあらわしている｡
ディマラスは, 1881年～1882年度のアテネ大学の初回の授業で, コンスタ
ンディノス・パパリゴプロスがおこなった講演 ｢ギリシア人, ギリシア民族,
ヘレニズムの名称の歴史｣(5) が, ヘレニズムという用語の使用という点から見
た際の, ひとつの画期的な出来事であったとみなしている｡ ヘレニズムという
用語は, 長年にわたって存在していた｡ しかし, 近代ギリシアの歴史との関連
で, ヘレニズムという用語を用いる段階には達していなかった｡ パパリゴプロ
スのこの講演こそ, 近代ギリシアの歴史とヘレニズムが, 十分な結びつきを持
つに至ったことを示すのであると, ディマラスは述べる(6)｡
パパリゴプロスは, この講演のなかで, 1853年以降の東方 (東地中海地域
一帯) の政治的な危機(7) 以前には, ヘレニズムという用語は, 学問の領域以
外で多くの人々が口にすることばではなかったと指摘している｡ 1853年以降,
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ヘレニズムという用語の使用が一般化した｡ それは, ギリシア王国という狭く
限定された土地に住む人々だけがギリシア民族ではないという見方が, 人々の
あいだで広く共有されるようになる状況を反映していた｡ 国境線が引かれるこ
とによって, 政治的には分断されてしまったギリシア民族の, 道徳的, 知的,
精神的一体性を明確に表現するために, ヘレニズムという語が用いられたのだ
と, パパリゴプロスは論じた(8)｡
ディマラスは, パパリゴプロスのこの講演を, ヘレニズムという用語が近代
ギリシアのイデオロギーの拠りどころとして結晶化した事情をあらわす, ひと
つの証拠であると見なす｡ 一方で, 書かれたものとして残ることはなかった,
19世紀のギリシア人の集合心性にも注意を向ける必要があると｡ ディマラス
は主張する(9)｡ とはいえ, 書き残された史料に反映されることの少ない, 人々
の感情や思いを明らかにすることは至難の業である｡ ディマラスは, ヘレニズ
ムとメガリ・イデアを比較することで, その説明を試みている｡
メガリ・イデアもまた, ヘレニズム同様, 近代ギリシアのイデオロギーおよ
びギリシア人のアイデンティティと強い結びつきを持つ, 多義的な用語である｡
しかしながら, その核となる意味はおよそ以下のように要約することができる｡
メガリ・イデアは, 19世紀から 20世紀初頭のギリシア・ナショナリズムを規
定した中心的イデオロギーであり, 近代ギリシア史上では領土拡張運動の形で
具体化された｡ その最終目標として設定されたのは, ギリシア国家の国境を修
正し, オスマン帝国に残されたすべてのギリシア人を自国領に包摂することだっ
た(10)｡
ディマラスによると, メガリ・イデアは, 19世紀を通して, ギリシア人の
意識に様々なかたちで影響を及ぼしつづけた｡ しかし, 19世紀の半ば頃, メ
ガリ・イデアは誹謗や中傷と結びつくことにもなった｡ その場合, メガリ・イ
デアは, 国王オトンに対する批判と結びつけられて語られることになる(11)｡
ここでディマラスが暗示しているのは, メガリ・イデアの推進に失敗したオト
ンに対して, ギリシア王国のギリシア人が抱いた不満であろう｡ クリミア戦争
(18531856) の機に乗じて, オトンはギリシア領を拡大しようとした｡ だが最
終的には, ヨーロッパ列強の圧力に屈して, メガリ・イデアの遂行を諦めざる
をえなくなった｡ 王国のギリシア人の落胆は大きかった｡ やがて, 国民から見
放されたオトンは, 1862年のクーデタでギリシアを追われた(12)｡ オトンが亡
命したのち, 誹謗・中傷と結びついたメガリ・イデアの語りは徐々に姿を消し
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ていった, とディマラスは論じる｡
ディマラスは, このメガリ・イデアと, ヘレニズムを比較・対照する｡ メガ
リ・イデアは, ギリシア人の意識のなかで ｢重荷と責任の感情｣ を生じさせる
用語でありつづけた｡ それに対して, ヘレニズムは, ｢パパリゴプロスが規定
した時代から我々の時代まで, ギリシア的な現象とみなされる特徴がしっかり
と継続しているということを意味し, ギリシア人意識のなかに根を下ろすよう
に運命づけられていた｣ 用語だったと言う(13)｡
続いて, ディマラスは, 1854年にコンスタンディノス・ドシオスにより,
匿名で出版された著作 『ヘレニズムかロシズモス (ロシア主義) か？』(14) に言
及する｡ このふたつの単語 ｢ヘレニズム｣ と ｢ロシズモス｣ の組み合わ
せは, 1880年前後には, ギリシア語の著作に頻繁に見られるようになった｡
ディマラスによると, 1850年代以降, ｢～主義 (ギリシア語で ｢～モス｣, 英
語で ｢～イズム｣)｣ に相当する新しいギリシア語が次々につくられた｡ たとえ
ば, ｢ヴラヒ主義｣, ｢パン・スラヴ主義｣ (1855年), ｢南スラヴ主義｣ (1862年),
｢パン・ルーマニア主義｣ (1870年), ｢パン・ムハンマド主義｣, ｢パン・ラテ
ン主義｣ (1878年), ｢パン・イスラム主義｣ (1878年) などである｡ ギリシア
に関して言えば, 1860年に ｢パン・ギリシア主義 (パングレキズモス)｣ と
｢パン・ヘレニズム｣ と ｢近代ヘレニズム (ネオヘレニズム)｣ が造語され
た(15)｡
ディマラスによれば, ヘレニズムが近代ギリシアのイデオロギーの核となる
重要な感情を表す語となるためには, いくつかの困難を乗り越えなければなら
なかった｡ なによりも, ヘレニズムと, ローマ, ビザンツ帝国の ｢異教信仰｣
を同一視する見方を克服しなければならなかった｡ さらには, 古代ヘレニズム
に付された様々な意味や, 外国人による意義づけからも解放される必要があっ
た(16)｡
最終的に, 近代におけるヘレニズムに対しては, 大きく二つに分かれる解釈
が与えられることになった｡ ディマラスによれば, この二つのヘレニズムは,
『近代ヘレニズムの歴史』 (1892年) の著者であるエパミノンダス・キリアキ
ディス (18611939) の見解に基づく｡ 第一に, ヘレニズムとは, ギリシア人
の総体を意味する｡ それは, すべてのギリシア人を指すが, ときにそのうちの
一部 (ギリシア王国のギリシア人, 他民族や他国家に隷属しているギリシア人,
移民したギリシア人など) を含意する｡ いずれにしても, ギリシア人という
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｢人間｣ の集合を意味する用語である｡ 第二に, ヘレニズムは, ギリシア人を
構成している政治的, 知的, 精神的特徴の総体を意味する(17)｡
19世紀最後の 20年において, ビザンツ帝国の記憶が, ヘレニズムの意味内
容にしっかりと組み込まれることになったことを, ディマラスは指摘する｡ そ
の記憶とは, ビザンツ帝国を特徴づけていた, キリスト教とただひとつの国家
という存在である｡ 1880年代以降, 反ビザンツと古代ギリシア崇拝を柱とす
るギリシア啓蒙主義は徐々に衰えた｡ それに代わって, 新たな世代が, 新たな
枠組みのなかで, 先人のやり残した任務を完成させることになったと, ディマ
ラスは結論づける(18)｡
3. フィリモンのヘレニズム
イオアニス・フィリモン (1798もしくは 991874) は, ギリシア独立戦争勃
発のきっかけをつくった秘密結社 ｢フィリキ・エテリア｣ (友愛協会) とギリ
シア独立戦争を, 同時代人の視点から描いた歴史家である｡ 彼自身も, この独
立戦争に参加した｡ 生まれはオスマン帝国下のイスタンブルだが, ギリシア国
家成立後はナフプリオンに, のちにアテネに移住した(19)｡ 彼の代表的著作 『ギ
リシア革命に関する試論』 全 4巻 (1860年～1861年)(20) の中に, ヘレニズム
の語の使用が散見される｡
第一巻の冒頭の献辞で, フィリモンは, この著作が完成にいたるまでの並々
ならぬ苦労を語り, マリア・ゲオルギウ・イプシランディ夫人に感謝の意を記
している｡ 彼の苦労は, 彼女の助力によって報われたからである(21)｡
クリミア戦争を利用して, 領土拡張すなわちメガリ・イデアの実現をもくろ
んだギリシアに対し, 1854年, イギリスとフランスはアテネの外港ピレウス
を封鎖・占領して, 中立を維持するよう圧力をかけた｡ ギリシアという国家の
政治的独立が脅かされていることを察知したフィリモンは, みずからが主宰す
る政治新聞 『エオン』 (世紀) で, イギリスとフランスの敵であるロシアを支
持する記事を発表しつづけた(22)｡
フィリモンによると, ｢ヘレニズムと祖国の正当な利益｣ のために, 『エオン』
は 17年間にわたって発行されてきた(23)｡ 彼は, 民族の利益にかなうと信じて,
ロシア支持の立場を表明したのである｡ それに対し, フランスの軍人は彼の印
刷機を破壊した｡ さらに, フィリモン自身も逮捕されて, フランス海軍本部に
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連行された｡ そこで絞首刑に処せられる寸前, 命拾いをした｡ 以後, 新聞の発
行は停止せざるをえなくなった｡ フィリモンはジャーナリズムから身を引き,
歴史著述に専念することになった(24)｡
自分自身このような数奇な運命をたどった理由のひとつとして, フィリモン
は ｢あらゆるよそ者の精神に反対する, 私の新聞の純粋なヘレニズム｣(25) をあ
げている｡ そして, 苦境にあったフィリモンに対し, ギリシア独立戦争史を執
筆するため, 金銭的支援をはじめとする, さまざまな援助の手をさしのべてく
れたイプシランディ夫人に, 最大限の賛辞を送るのである｡ ｢これ [＝あなた
の生きる姿勢], すなわち, 心からのあらゆる神への献身, 穢れのないあらゆ
るヘレニズム, 隣人に対するあらゆるキリスト教的な愛と慈善的なおこないは,
たいへんに貴重で, 十分に人々の祝福に値するし, これほどまでの純粋な感情
は, われわれにはめったに持つことができない｣(26)｡
献辞に見られる 3つのヘレニズム ｢ヘレニズムと祖国の正当な利益｣,
｢私の新聞の純粋なヘレニズム｣, ｢穢れのないまったくのヘレニズム｣ が,
具体的に何を意味しているかは明らかではない｡ しかしながら, ここにあらわ
れるヘレニズムが, 古代のヘレニズムと意味内容を異にしていることは, 容易
に理解できるだろう｡ フィリモンは, ヘレニズムを, 近代ギリシア国家もしく
は同時代のギリシア民族が支えるもの, また, その本質をなす精神的な要素で
あると想定している｡
フィリモンは, 第 4巻で, ｢トルコ主義 (トゥルキズモス)｣ との対比で,
｢ヘレニズム｣ に言及している｡ ここに現れるヘレニズムは, 第一巻の献辞に
見られたヘレニズムとは異なる意味で使用されている｡ 独立戦争時, トルコ主
義は ｢人の姿をした野蛮と退化｣ を示していた｡ これに対しヘレニズムは,
｢人の姿をした自由・平等・進歩思想｣ であったと, フィリモンは語る｡ ここ
においてヘレニズムは, ギリシア人が体現する自由・平等・進歩の精神, ある
いは, 自由・平等・進歩の精神を体現する人間, すなわち, ギリシア人を意味
している(27)｡
フィリモンに見られる, この二つのヘレニズムの用法 ギリシア民族の精
神の本質をなすヘレニズムと, 人間としてのヘレニズム は, 先にディマラ
スが指摘した, 二つのヘレニズム解釈に対応していると見なすことが可能だろ
う｡
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4. パパリゴプロスのヘレニズム
コンスタンディノス・パパリゴプロス (18151891) は, アテネ大学教授で
歴史家である｡ オスマン帝国の首都イスタンブルで生まれ, 1821年にギリシ
ア独立戦争が勃発すると, 家族とともにロシア帝国領の黒海沿岸の都市オデッ
サに逃れた｡ ギリシア王国が成立した 1830年に, 新生ギリシア国家に移住し
た｡ パパリゴプロスは, 正式の大学教育を受けたことはないものの, 1851年
にアテネ大学の教授に就任する前から, 多くの歴史的著作を発表していた(28)｡
彼の代表的な著作は, 『ギリシア民族の歴史』 (1860年～1874年) である｡
｢古代｣ ｢中世ビザンツ｣ ｢近代｣ を, ギリシア民族の途切れることのないひと
つの歴史として結びつけた, このパパリゴプロスの著書は, 独立国家ギリシア
の公式の歴史観を表明するものとして受け入れられた｡ 『ギリシア民族の歴史』
は, ｢われわれ｣ という一人称複数形を用いて歴史的事象を語ることにより,
神話の時代からから近代にいたるまで ｢アガメムノンから (ギリシア国王)
ゲオルギオス 1世まで｣(29) のギリシア人の歴史はひとつであり, 継続して
いるのだということを印象づけた｡ この著作によって, 万古不易のギリシア民
族という, 今日にいたるまでギリシア人の民族意識を支える国民史 国民の
物語 が誕生したのである｡ 今日でもなお, パパリゴプロスは, 近代ギリシ
ア歴史学を代表する人物の一人とされている(30)｡
ここでは, 前述のディマラスが言及していた, パパリゴプロスの 1881年の
講演 ｢ギリシア人, ギリシア民族, ヘレニズムの名称の歴史｣ のテクストを具
体的に見ていく｡ そのなかで, パパリゴプロスのヘレニズムの語の用法を整理
し, 彼自身が身を置いたギリシア王国という文脈のなかで, ヘレニズムにいか
なる意味内容が付与されたのかを確認する｡
パパリゴプロスは, まず冒頭で, ｢ギリシア人(エリネス)｣ ｢ギリ
シア民族	
(エリニコン・エスノス)｣ ｢ヘレニズム	｣
の 3つの語は, 歴史を通じて, 必ずしも同じ意味内容を指していたわけではな
いと述べる｡ さらに, これらの語が, 常に共存してきたわけではないとも指摘
する｡ ギリシア人という名称は, ドーリス人がギリシア世界に侵入し, 大きな
変化をもたらしたのちに広まった用語であると説明される｡ それまで, アカイ
ア人やアルゴス人といった地域名を冠した名称で呼ばれていた, ギリシア語を
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話す様々な人々の集団の総称として, ギリシア人という名称は普及した｡ その
後, 時間の経過とともに, 総称としてのギリシア民族という用語が用いられる
ようになった(31)｡ ヘレニズムという語が流布するのは, マケドニアによるギ
リシア支配の時代, とりわけ, アレクサンドロス大王による三大陸にまたがる
世界帝国の建国と, その後継者たちの時代に入ってからのことである｡ この時
代以前は, ｢ギリシア人であること｣ と ｢ギリシア人的生活｣ とは, 切り離す
ことのできない, 区別の困難なものであった｡ ギリシア人がギリシア人的な生
活を送ることは至極当然のことだったからである｡ しかし, アレクサンドロス
の帝国には, ギリシア人以外の民族が含まれていた｡ 帝国の拡大は, ギリシア
人以外の民族が, ギリシア語とギリシア人の生活習慣や文化を受け入れる
ギリシア化される 過程でもあった｡ その結果, 他の民族と, ギリシア
民族を区別する必要性から, ヘレニズムが使われるようになった, とパパリゴ
プロスは論じる｡ ここでのヘレニズムは, ギリシア人以外の民族が ｢ギリシア
語を話し, ギリシア人的に生きること｣ を意味していた(32)｡
パパリゴプロスは, このような含意を持つヘレニズムという語に匹敵する用
語は, 他の言語には, 歴史上存在しなかったと論じる｡ 近年になって, 中央ヨー
ロッパや東ヨーロッパで聞かれるようになったゲルマン主義やスラヴ主義が,
ここにいうヘレニズムと同様の内容 特定の民族の言葉を話し, 特定の民族
の慣習, 知的・精神生活に従って生きること を含意している(33)｡ こう述
べることによって, パパリゴプロスは, ヘレニズムという用語の歴史性と特殊
性を強調している｡
ギリシア語を話す人々の総体としてのギリシア人と, ギリシア語を話しギリ
シア的に生きることを意味するヘレニズムが, 最初の意味を失って, 別の用法
にとって替わられるのは, 紀元 4世紀のことである｡ この時になると, ギリシ
ア人は ｢異教徒｣ あるいは ｢偶像崇拝者｣ を, ヘレニズムは ｢異教信仰｣ ある
いは ｢偶像崇拝｣ を意味するようになる(34)｡ この意味の転換は, ギリシア世
界がローマ帝国の支配下で, キリスト教信仰を受け入れたことを背景としてい
る｡ ｢異教｣ とは, キリスト教以前の, 古代ギリシアの神々への信仰を指す｡
ギリシアの地の住民たちは, ローマ人 (ロメイ) と名づけられた｡ ローマ帝国
の臣民だったからである(35)｡ このローマ人たちは, かつてと同様にギリシア
語を話しつづけていた｡ 学問の領域では, 古代ギリシアの知識や芸術を基礎と
した業績が生み出されていた｡ 一方で, 正教キリスト教を国教としたビザンツ
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(東ローマ) 帝国の政治イデオロギーにより, 帝国の住民がギリシア人と呼ば
れることは許されなかった｡ 異教信仰と分かちがたく結びついていたギリシア
人という名称と, 帝国の宗教とのあいだには, 和解できない断絶があった｡ ロー
マ人 (ロメイ) という名称の使用は, 正教会の決定に沿ったものだった(36)｡
このような状況のなか, ｢ギリシア語を話し, ギリシア人的に生きること｣ を
意味していたヘレニズムの語の用法は, 表面的には姿を消した｡
10世紀以降 とりわけ 12世紀から 15世紀 ギリシア人という名称は,
キリスト教以前の意味を再び獲得する(37)｡ ギリシア人という語は, 古代ギリ
シアのギリシア人のみならず, アジアとヨーロッパで, ギリシア語を話しつつ
ビザンツ帝国との結びつきを意識する, すべての人々を表す名称として復活し
た(38)｡ 復活を可能にしたのは, ビザンツ帝国を脅かした外患である｡ アラブ
系, トルコ系イスラーム教徒の侵攻, ブルガリアとの対立, 西ヨーロッパのキ
リスト教徒からなる十字軍による破壊行動 このような危機的状況のなかで,
ビザンツ帝国を支えたローマ人のギリシア的要素が再評価されはじめた｡ その
再評価を具体的に表す例が, ギリシア人という名称の再登場である｡ とはいえ,
異教徒, 偶像崇拝者としてのギリシア人の意味が, 完全に消え去ってしまった
わけではない｡ ギリシア人すなわち異教徒という連想は, ビザンツ人の心性に
深く根づいていたのである(39)｡
ただし, 再生を果たしたギリシア人という名称が, その後長期にわたって使
用されことにはならなかった｡ 15世紀半ば, ビザンツ帝国が滅亡したためで
ある｡ ビザンツ帝国に代わりオスマン帝国の支配がはじまると, ギリシア語を
話す人々は, ギリシア人ではなく, 再びローマ人と呼ばれることとなった｡
ここで留意しなければならないことがある｡ パパリゴプロスは, オスマン帝
国の支配者がローマ人と名づけた集団と, そのように名づけられたローマ人の
側の自称は, 必ずしも完全には一致しなかったと述べる(40)｡ オスマン朝の支
配者が, ビザンツ帝国を征服する過程でまず遭遇したのは, 小アジアに住む,
ローマ人と呼ばれる正教徒であった｡ その後, オスマン朝の勢力は, アジアか
らヨーロッパへ拡大する｡ そのヨーロッパのトラキア, マケドニア, ギリシア
でも, 彼らはローマ人と呼ばれる正教徒に出会った｡ オスマン朝の支配者は,
ローマ人の王国, すなわちビザンツ帝国の継承を名誉と感じていたので, ビザ
ンツ帝国における正教会の首長である世界総主教に ｢ローマ人の総主教｣ との
呼称を与え, オスマン帝国領の全正教徒の統括をゆだねた｡ オスマン帝国は,
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正教徒すべてを, ローマ人のカテゴリーに分類したのである(41)｡
パパリゴプロスによると, オスマン帝国によるコンスタンティノープル征服
前夜, ローマ人を自称していたのは, ギリシア語を話す正教徒に限定されてい
た｡ かつて, ヨーロッパ側のビザンツ帝国領は, ドナウ川 (イストロス川) 以
南からペロポネソス半島の南端まで広がっていた｡ 当時, この領域に住むすべ
ての正教徒は, 民族的, 言語的違いに関わらず, 帝国の臣民すなわちローマ人
と呼ばれた｡ ところが, ビザンツ帝国領は徐々に縮小し, 末期にはかつての地
理的な広がりを維持できなかった｡ ビザンツ帝国とのつながりを断たれた人々
は, ローマ人ではなく, ブルガリア人, スラヴ人, アルバニア人といった民族
名を名乗るようになった, とパパリゴプロスは論じる｡ ところが, オスマン帝
国は, ビザンツ帝国を凌駕する版図を持つにいたった｡ その結果, オスマン帝
国のローマ人には, かつてはローマ人であって, のちに個々の民族名を名乗っ
た正教徒だけでなく, 一度もビザンツ帝国の支配に属さなかった正教徒も含ま
れることになった(42)｡
オスマン帝国のギリシア語を話すローマ人が, ギリシア人の名称を再び獲得
するのは 19世紀の前半である｡ これはもちろん, ギリシア王国という民族国
家の形成を背景とする｡ 民族的区別が曖昧な, 正教徒としてのローマ人ではな
く, あくまで近代国家の構成要因たるギリシア人の独立が前提であった｡ 長ら
く姿を消していたヘレニズムという語は, この独立国家成立後の 19世紀の後
半になって, 再登場を果たす｡ ただし, 後述するように, このヘレニズムは,
アレクサンドロス大王とその後継者の時代のヘレニズムとは, 異なる意味内容
を表す, とパパリゴプロスは述べる｡
古代から 19世紀という長い歳月の中で, 民族名としてのギリシア人の語が
消えることはあっても, ギリシア民族という民族が消滅したわけではない｡ 正
教徒としてローマ人の名称で呼ばれることはあっても, 彼らがギリシア民族と
は異なる民族だったわけではない｡ ギリシア民族は存在しつづけた｡ そう
パパリゴプロスは力説する(43)｡
パパリゴプロスの主張によれば, ヘレニズムという用語は, マケドニア時代
に初めて広く使われるようになったものの, ローマ, ビザンツ帝国時代からオ
スマン帝国時代までは姿を消していたとされる｡ ところが興味深いことに, 彼
自身は, ギリシア民族の歴史の軌跡を説明するため, ヘレニズムという語を繰
り返し用いる｡ あたかも, ヘレニズムという用語なしでは, ギリシア民族の歴
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史は語れないかのような印象を受ける｡
パパリゴプロスの語りにあらわれるヘレニズムは, 人々の文化活動や生活習
慣に体現されるヘレニズム ギリシア語を話し, ギリシア人的に生きるこ
と である｡ アレクサンドロス大王と彼の後継者が建設した, ギリシア風に
編成された諸都市の住民は, 民族的観点からみればギリシア人ではなかった｡
したがって, ギリシア人と呼ばれることはなかったが, ギリシア語を話し, ギ
リシア人のようにふるまった｡ パパリゴプロスは, 古代ギリシア世界を木の幹
に, 新しく生まれたこれらの都市を木の果実にたとえて, 果実は幹と源を共有
し, 徐々にヘレニズムの内実を体現するようになったと説明する(44)｡ ローマ
帝国が支配を拡大していった時代には, ローマ帝国の支配者は, エジプトやシ
リア, 小アジアのヘレニズムを排除せず, むしろヘレニズムが根づき発展する
ことに貢献した, とパパリゴプロスは言う｡ 同様に, ローマ帝国は, イタリア
半島のギリシア植民市を征服したが, やはりヘレニズムに敵対することはなかっ
た｡ その結果, ヘレニズムの影響は, 6世紀まで残ったと説明する(45)｡
ローマ帝国がキリスト教を受け入れると, ヘレニズムは, 一般に異教信仰を
意味するようになる｡ ヘレニズムとキリスト教が対立する図式は, ヘレニズム
には試練であったとみなされる｡ ただし, パパリゴプロスの理解では, キリス
ト教は, ヘレニズムを構成する新たな一要素である｡ 彼にとって, ヘレニズム
とは, キリスト教以前の古代ギリシアの文化や伝統が固定され, 硬直化した現
象ではない｡ ヘレニズムは, ギリシア人の活動によって, 活性化され, 更新さ
れ得るものである｡ ギリシア人が, 生活や文化の一部としてキリスト教を受容
したのであれば, それもまたヘレニズムの一部である｡ 何よりも, 聖書の言葉
であるギリシア語は, ヘレニズムの支柱であり, その言語とキリスト教は切り
離され得るものではない｡
キリスト教と異教的ヘレニズムの関係を巡っては, 確かにさまざまな対立が
見られた(46)｡ ギリシア人はローマ人と呼ばれた｡ 実際, 正教を国教とするビ
ザンツ帝国の支配者は, 異教的世界の古代ギリシアに対して, 一定の距離を置
いた｡ その一方で, 支配者たちは, ビザンツ帝国が価値ある存在として世界に
認められる理由の一つが, ギリシア語と古代ギリシアの学問的知識にあること
を, 十分認識していた｡ ギリシア語を話す臣民こそ帝国を支える核であること
を承知していた｡ 帝国当局は, ギリシア語とギリシア的教育を通じて, ブルガ
リア人や, ペロポネソス半島に侵入したスラヴ人を, ギリシア人にすることも
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試みた｡ これは, 帝国自体が, ヘレニズムの実践に力を貸していたことを示し
ている｡ 一方で, ギリシア人にとっても, ビザンツ帝国は不可欠の政治的な枠
組みとなっていた｡ 自分たちが生き延びることができたのは, 帝国が, アラブ
人やスラヴ人, ブルガリア人と戦って, 防衛してくれたからに他ならない｡ こ
のように, ギリシア人とビザンツ帝国の間には, 互いが互いを必要とする補完
関係が成り立っていたのである(47)｡ パパリゴプロスはこのように説明して,
キリスト教を新たな要素として取り込んだ, ビザンツ帝国のヘレニズムを提示
する｡
イスラーム勢力の拡大と, 西ヨーロッパのキリスト教徒によって構成された
十字軍による暴力行為と帝国領分割により, ビザンツ帝国は徐々にその勢力を
失った｡ これと並行して, パパリゴプロスのヘレニズム ギリシア語を話し,
ギリシア人的な生活をすること の領域も縮小していった｡ そしてついに,
1453年, コンスタンティノープルがオスマン軍の手に落ち, ビザンツ帝国が
崩壊した｡
前述のように, オスマン帝国当局は, 正教徒臣民を民族出自の区別なく, ロー
マ人と分類した｡ 正教徒の集団は, 名称としてはローマ人として統一されてい
たものの, 内部には, ギリシア語話者だけでなく, スラヴ諸語, アルバニア語,
ヴラヒ語など様々な言語を話す民族がいた｡ これらローマ人のなかで, ヘレニ
ズムを実践していたのは, ギリシア人のみであった, とパパリゴプロスは主張
する｡ さいわい, オスマン当局は, ヘレニズムを敵視することなく, 寛容な姿
勢を示した｡ イスラーム教を強制することもなかった(48)｡ では, オスマン帝
国の正教徒を統括した世界総主教は, 果たして, ヘレニズムに内在する伝播力
を最大限に発揮して, すべてのローマ人をギリシア化し, ヘレニズムの側に引
き入れることができたのだろうか｡
パパリゴプロスによると, この試みはある程度成功した｡ ギリシア人以外の
民族も, ギリシア人の知的・文化的活動の優位は否定できなかった｡ 実際, オ
スマン帝国時代の 400年間, 正教徒にとってはギリシア語が公式の言語であっ
た｡ 総主教座の業務にもギリシア語が用いられた｡ 非ギリシア語話者のなかか
らも, ギリシア語を話す者が現れ, 1821年の独立戦争前夜には, 自らをギリ
シア人と呼ぶことに誇りを持つ者たちもいた｡ とはいえ, ギリシア化した人々
は, 正教徒うちでも, 少数の, 社会的上層部に属する者に限られた｡ ヘレニズ
ムを他民族に普及させるためには, 強力な政治権力が必要だったが, オスマン
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帝国時代にはそれがなかった, とパパリゴプロスは主張する(49)｡ その実現に
は, オスマン帝国から独立して, ギリシア人が政治権力を掌握すること, すな
わち国家の建設が不可欠であった｡
1830年, ギリシア人の独立国家が誕生した｡ それに続いて, 19世紀後半に
なると, 長らく人々の口に上ることのなかった, ヘレニズムの語が再び使われ
はじめる｡ パパリゴプロスによると, この ｢われわれのヘレニズム｣ は, 古代
のアレクサンドロス大王の時代のヘレニズムとは, 質的に異なるものとして登
場した｡ ｢われわれのヘレニズムは, 他の民族や他の民族の土地を自分たちの
ものにすることを要求していない｡ 何世紀にもわたって自分たちの土地であっ
たのに, 侵略してきた他民族によって脅威にさらされている同胞を救うことで
十分なのである｣ とパパリゴプロスは主張する(50)｡
ヘレニズムは, そもそもが, マケドニア時代, ギリシア民族以外がギリシア
語を話し, ギリシア人的に生きることを意味することで, 広く使われることに
なった用語である｡ ヘレニズムは, 伝播すること, あるいは, 同化する／させ
ることと強く結びついた概念であった｡ このことを念頭においた上で, パパリ
ゴプロスは次の疑問を投げかける｡ ｢ギリシア民族が, 他の民族や, 他の民族
の土地を欲しないとするならば, ヘレニズムという語は何のために必要なのか｣
と(51)｡
この問いに対して, 彼は答える｡ ギリシア人は, 現在, ギリシア王国と, 王
国の外に存在している｡ ギリシアが独立を果たして以来, ギリシア民族の語は,
王国内のギリシア人のみを指す語として用いられる可能性が生まれている｡ こ
のような曖昧な状況を避けるために, ヘレニズムという語が必要なのだ と｡
パパリゴプロスによると, ヘレニズムとは, ｢政治的に分断されている (ギリ
シア) 民族の精神的, 知的統一体｣ を表している｡ そして, この分断されてい
るヘレニズムの政治的統一が, ギリシア国家が目指すべき目標である｡ もし,
それを諦めてしまったら, ヘレニズムは新たな切断に苦しみ, ヘレニズムが当
然要求できる領域への権利を, 放棄することになるだろう(52)｡ パパリゴプロ
スのいう, 彼と同時代のヘレニズムは, 伝播させること, 拡大することを使命
とするのではない｡ むしろ, ヘレニズムは, 政治的な統一を目指して, 防衛さ
れるものとして想定されている｡
ギリシア人, ギリシア民族, そしてヘレニズムが, バルカン半島の最南端の
一部だけに限定されるとすれば, 今後, さまざまな陰謀の渦に巻き込まれるだ
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ろう｡ どんなに狭小な領土であろうと, 今日ギリシア王国が占めている領土が,
東地中海の重要な位置を占めていることに変わりはないからである｡ ｢あらゆ
る犠牲を払ってでも, 政治的統一のために戦わなければ, ヘレニズムの運命は
危険に瀕する｣ と彼は警告する｡ これからの戦いに希望を失わず, 十分な準備
があれば, 必ずや協力者を見つけられるであろうし, 少なくとも戦いに勝利す
る有利な状況を見出せるだろう, とパパリゴプロスは言う｡ そして最後に, 60
年前, すなわちギリシア独立戦争時に, ｢この地で, この海で何が起こったの
か｣ いかに自分たちの祖先がヘレニズムのために血を流し勝利を収めたの
か を思い起こさせることで, 聴衆にヘレニズム統一の必要性を力説してい
る(53)｡
パパリゴプロスのヘレニズムには, 戦闘的ナショナリズムの特徴がはっきり
と読み取れる｡ この演説がなされた 1881年, ギリシア王国は, オスマン帝国
からテッサリアを獲得して, 領土拡張, すなわち国境外のヘレニズムの一部
｢奪還｣ を果たしていた｡ しかし, ヘレニズムの政治的統一を完成するまでに
は, ギリシア王国は, さらなるに戦いに挑まなければならなかった｡ ギリシア
人の多くが, まだ王国領の外に残されていたからである｡ そのような状況で,
パパリゴプロスのこの演説は行われたのである(54)｡
5. ディオニシオス・セリアノスのヘレニズム
ディオニシオス・セリアノス (18341897) は, イオニア海のザキンソス島
出身のフィロロジストでありジャーナリストである｡ イギリス支配下のザキン
ソス島(55) で中等教育を受けたのち, 1850年, オーストリアハンガリー帝国
支配下のトリエステに移住した｡ トリエステで, ギリシア語新聞 『クリオ』 を
刊行し, ギリシア人コミュニティの知的・精神的生活に貢献した｡ ヨーロッパ
諸語に通じ, 古代・中世・近代のギリシアのフィロロジーを広く研究した｡
1869年には, フランクフルト大学から名誉博士号を得た｡ 彼は, アテネ大学
の哲学史の教授職を断った｡ のちに, ギリシア研究の促進のため, バイエルン
学術アカデミーに, みずからの遺産を寄付した｡ 代表的著作に, 『ホメロス問
題に関する一考察』 (1866年), 『フィロロジー研究の素描』 (1885年), 『アダ
マンディオス・コライス』 全 3巻 (1889年～90年), 『ストア派哲学概説』
(1892年) がある(56) ｡
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セリアノスは, 『フィロロジー研究の素描』 に収められた ｢ヘレニズムの字
義と実際の意味｣ という論文で, ヘレニズムの意味をめぐる問題に取り組んで
いる｡
論文の冒頭で, 彼は, 同時代のギリシア人にとって, ヘレニズムという語が
｢やたらと使われてぼろぼろになった言葉｣ であると評する｡ しかも, 多くの
場合, 中身のない考え方の代用として使用されている｡ たとえば, ギリシア王
国の大臣は, みずからの政策の貧弱さを覆い隠すため, ヘレニズムを使う｡ 学
者たちは, ギリシア国内の人々の期待に応えようと, 自己中心的な思いつきに
都合のいいように, 彼らの講演のなかで, ヘレニズムを使う(57)｡
一方, ヘレニズムという語が, 今日, 有益なことをもたらしていることも,
セリアノスは認める｡ ヘレニズムは, 愛国心や自己犠牲, 民族の文学や芸術を
愛する気持ちを生み出している｡ だがそれでも, ヘレニズムの濫用によりもた
らされる害悪のほうが大きい｡ ヘレニズムの名のもと, 不正や陰謀が渦巻き,
私的利益の追求がおこなわれている そう考えるセリアノスは, 以下のよう
に論じる｡
この有名な言葉 [ヘレニズム] は, われわれのもとでは, 最も便利で価値
のある守護者とされた｡ あらゆる本物の教育とまがいものの教育を施す学
校の校長室とされた｡ 本物の愛国心と偽善的な愛国心に必要な備品とされ
た｡ 高貴なおこないとあらゆる種類の山師的な行為の出発点とされた｡ 人
気とりのための飽くなき野望とされた｡ 賢者と俗物の城砦 (アクロポリス)
とされた｡ 金儲けの機会をみつけたり, 軽挙をいかにも深刻なことと装っ
たりするための, 金羊毛にされた｡ 合法, 非合法すべての議会活動の無比
の抽出物とされた(58)｡
セリアノスによると, 今日ヘレニズムを口にしているギリシア人は, この言
葉を, ギリシア民族意識 (	
) と同義と理解している｡ 代表的
な例として, 彼は, 首相ハリラオス・トリクピスの言葉 ｢ヘレニズムが生き続
けるためには, 戦う決心をしなければならない｣ をあげている(59)｡ ギリシア
民族意識としてのヘレニズムの名のもと, ヘレニズムは濫用され, この言葉ひ
とつで, 善悪双方の行為がひとくくりにされ, すべてが肯定的に受け入れられ
るような現状を, セリアノスは嘆いている｡
196
Hosei University Repository
ヘレニズムを, ギリシア民族意識と同じ意味で使用することは, 数世紀にわ
たるヘレニズムという語の歴史にはなかったことである｡ これは, 自分たちの
時代になって初めて見られる現象である, とセリアノスは言う(60)｡ そもそも,
古代ギリシアにおいて, ヘレニズムは, ｢正しく, 非難の余地のないギリシア
語表現｣ を意味する文法用語として使われた(61)｡ 事実, 19世紀はじめのギリ
シア人学者イコノモスは, 古代からの伝統にしたがって, ヘレニズムには,
｢ギリシア語における, 言葉の正確な解釈, 最終的には, 明晰さを目指す｣ こ
と以外の意味はありえないと説明している｡ 文法あるいは修辞のための用語だっ
たヘレニズムが, 民族と結びついた意味を獲得したのは, 比較的最近のことで
ある(62)｡ その背景として, スラヴ主義やゲルマン主義といった, ヨーロッパ
でよく知られるようになった言葉の存在がある, とセリアノスは言う｡ これら
の言葉に対抗して, ギリシア人がヘレニズムの意味を拡大解釈し, それまでの
意味とは全く異なる, 民族的な意味合いを持つものとして用いるようになった
のである, と(63)｡
セリアノスは, 同時代のヨーロッパ知識人の間に, ヘレニズムの意味内容に
ついて見解の一致は見られるだろうか, という問題提起をする｡ 彼らの間でも,
ヘレニズムの定義に関して様々なことが言われていることが明らかになる｡
セリアノスは, まずイギリス知識人の見解を紹介する｡ 歴史家グロート(64)
は, ヘレニズムとは ｢[古代の] ギリシア人が自由な政治生活を送っていた時
代に見出した知的・精神的, 道徳的, そして社会的なさまざまな特色の総体｣
であるとする(65)｡
それに対して, 古典学者ジェブは, 古代アテネの修辞・弁論家イソクラテス
(前 436前 338) について述べた文章の中で, ヘレニズムが, イソクラテスの
時代に何を意味していたのかを述べる｡ そして彼は, ヘレニズムとは, ｢血統
を同じくするギリシア人ではなく, (ギリシアにおける) 共通の教育に参加し
た人々｣ であるとする(66)｡
セリアノスは, グロートの定義がより適切で正確であろうと言う｡ グロート
の定義であれば, ギリシア語とギリシア文明を出発点とし, アレクサンドロス
大王の死と後継者の時代にいたる概況を指す言葉としてヘレニズムを使用した,
ドロイゼンの定義とも齟齬することはない｡ グロートが, 自由を享受するギリ
シア世界内に限定していたヘレニズムを, ドロイゼンはアジアにまで拡大した｡
グロートのヘレニズムが幾分狭い範囲を視野に収めるのに対し, ドロイゼンの
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それは非常に広い範囲に目を配る｡ 土台となる考え方はほぼ同じで, 両者の相
違点は, この言葉が適用される地理的な範囲だけである, とセリアノスは論じ
る｡
次にセリアノスは, フランスの知識人によるヘレニズムの定義に目を転じる｡
セリアノスによると, フランス人にヘレニズムの正確な定義を期待するのは無
理である｡ それは, フランス人の気質とフランス語の特徴に原因がある｡ フラ
ンス人は非常に優美であり, 言語表現についても極端に審美的である｡ しかし,
優美さと魅力を備えた入念な表現と共に, 山のように多くの動詞に埋もれるこ
とになるのは, よくもあり悪くもあることである｡ フランス人は, 言葉の定義
に際して少なからぬ混同を引き起こす, とセリアノスは言う(67)｡
古代ギリシア文学を専門とするエジェ(68) は, 著書 『フランスにおけるヘレ
ニズム』 (L’Hellenism en France) (1869年) のなかで, ヘレニズムを ｢特に
ギリシアによって表象される, 古代の美の真髄を表現するのに非常に便利な｣
語であると定義している｡ しかし, もはやこのような意味でフランスで使用さ
れることはないと, セリアノスは指摘する(69)｡
1884年に出版された, ユゴネの著書 『新しいギリシア ヘレニズム, そ
の発展と明日』 (La Grece nouvelle : l’hellenisme, sonevolution et son avenir)
には, 一風変わったヘレニズムの定義がある｡ この書において, ヘレニズムと
は, ｢美と真実の崇拝であり, 共感をこめて自然に学ぶことであり, 科学的精
神であり, もっぱら地上の哲学に従うこと｣ だとされる｡ セリアノスは, ユゴ
ネは ｢ヘレニズムのなかに, 自然に関する研究も含めている｡ もし神の罰を恐
れなかったなら, 天の哲学も含めたであろう｣ と評している(70)｡
ドイツ人知識人のヘレニズムの定義については, 今日, 何といってもドロイ
ゼンによる定義が最も影響力を持っていると, セリアノスは述べる｡ しかし,
ドロイゼン以前のドイツでは, ヘレニズムは様々な意味内容を与えられていた｡
たとえば, 1829年に, 神学者ツシルナーは, ｢知的に優位にたったギリシア人
精神にしたがった, 当時の世界の構造｣ と定義している(71)｡
ドロイゼンの定義以降も, 彼のヘレニズムの定義が, 唯一のものとして学界
に定着していたわけではないとも述べる｡ ヘレニズムを, 古代マケドニアが覇
権を握った時代に限定せずに用いる, 同時代の研究者がいることも, セリアノ
スは指摘する｡
ベルンハルディは, ギリシア語の文法用語としてのヘレニズムの伝統的解釈
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に忠実である｡ 彼によると, ヘレニズムとは, ｢アジアや他の地域で, ギリシ
ア語を正しく使用する, あるいは, ギリシア的な習慣にしたがって生活すると
いう点で, ギリシア化した人々を意味する用語｣ なのである(72)｡
ハーゲンバッハは, 教会史に関する著作の中で, ヘレニズム (Hellen-
ismus) とは古代ギリシア精神 (antike Griechenthum) と同義であるとする｡
彼はこの語を, ホメロスからプロティノスの時代までの, ギリシア人の学問と
文明の総体であると解釈している(73)｡
ヒルデブラントは, ヘレニズム (Hellenismus) とギリシア精神 (Griech-
enthum) を区別した｡ 彼によると, ヘレニズムは, ｢マケドニアによる世界
支配に端を発する, ギリシアと東方の文明の接触｣ を意味した｡ 同様に, ベッ
クも, ヘレニズムとは, ｢ギリシアとアジアの文明のさまざまな要素の混合を
意味する, 習慣にしたがった専門用語｣ と定義した｡ ビーゼは, ドロイゼンの
ヘレニズム定義を受け入れた上で, さらに, ｢ヘレニズムの領域には, ギリシ
ア精神が反映された政治, 道徳, 社会, 学問, 宗教, 芸術が変形したものが含
まれる｣ とした(74)｡
セリアノスは, ドイツ人知識人の功績として, 古代ギリシアのヘレニズムと
マケドニア時代のヘレニズムを, 最も適切な形で区別したことをあげている｡
彼らは, 古代ギリシアのヘレニズムを, Hellenenthum, 後者のヘレニズムを
Hellenismusを名付けている｡ この二つの語を用いた区別を, 誰が最初にお
こなったのかは明らかでないが, セリアノスは, おそらくシュタインタール教
授であろうと推定している(75)｡
今日, ギリシア語のヘレニズムは, ドロイゼンのヘレニズム, すなわち
Hellenismus とはまったく共通点を持たず, ドイツ人が言うところの
Hellenenthumと意味が一致している, とセリアノスは言う｡ ギリシア語で,
｢古代のヘレニズム｣, ｢マケドニアのヘレニズム｣, ｢ローマのヘレニズム｣,
｢ビザンツのヘレニズム｣ といった表現が, 今日耳にされる｡ しかし, セリア
ノスは, ギリシア語のヘレニズムが意味するのは, 唯一 ｢古代ギリシアに見ら
れた人間のさまざまな活動｣ であると主張する｡ 古代ギリシアのヘレニズムの
みが, 生活の実態や伝統としっかり結びついた統一体を現している｡ そのほか
のヘレニズムは, 巧みに創りあげられたものにすぎない｡ それぞれのヘレニズ
ムのあいだに, なんらかの関係があったことを否定するわけではない｡ これら
が関係を持つことのなかに, 大きな災難を経験しながら神の摂理にしたがって
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生きた, ギリシア民族にとってなんからの望ましいことが隠されていたのかも
しれない｡ セリアノスは, このように, やや譲歩する姿勢もみせている(76)｡
しかし, セリアノスは, 次のようにのべて, ヘレニズムという語を用いるこ
とで, ギリシアの歴史があたかも途切れることなく続いてきたかのように語る
立場を, 強く否定する(77)｡
ギリシア史の断絶は, ｢ギリシア精神の不死の活力｣ についての演説や
｢ヘレニズムの清廉な偉大さ｣ への無益なアピールで埋め尽くすことはで
きない｡ 世間で言われているところの ｢ヘレニズム｣ の伝統は, 議論の余
地のないほどに偉大である｡ しかし, このような ｢ヘレニズム｣ の伝統は,
ギリシア史の亀裂を隠しきれないのである(78)｡
これに続けてセリアノスは, 当時流布したヘレニズムの用法に観察されるよ
うな, 言葉に民族のプライドをまといつかせようとする教育を, 中身を欠いた
ものだと切り捨てる｡ このような状況においておこなわれる, ヘレニズムの様々
な様態や意味の変遷についての語りは, ただ真実のみを追究しつつギリシア文
明の歴史を学ぼうとする者に, まったく裨益することはないだろうと, セリア
ノスは結論づけるのである｡
6. 結びにかえて
本稿では 3人の知識人のヘレニズムに焦点をあてた｡ 1860年代のフィリモ
ンのテクストから浮かびあがるのは, ヨーロッパの大国の強い圧力に抵抗する,
ギリシア人としての崇高な精神であり, 野蛮人としてのトルコ人と対峙する,
文明人としてのギリシア人である｡ パパリゴプロスとセリアノスのテクストは,
共に 1880年代に書かれたものである｡ パパリゴプロスのヘレニズムは, 戦闘
的ナショナリズムの色彩を帯びている｡ パパリゴプロスにとっては, ギリシア
人の歴史の継続性を説明するために必要な概念であると同時に, 政治的に分断
されたギリシア民族の統合を正当化するための, イデオロギーの枠組みでもあっ
た｡ 一方, ギリシア史に断絶を見るセリアノスにとって, 同時代のヘレニズム
は, 民族のプライドだけが先行した, 空虚なものにすぎない｡ それは, 真にギ
リシア史を理解しようとする目を曇らせる, 害悪に映る｡ 歴史認識という立場
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からは, パパリゴプロスとセリアノスは対極にある｡
ほぼ同世代のパパリゴプロスとセリアノスが, ギリシアの歴史について, まっ
たく異なる見解を示している点は興味深い｡ この見解の相違は, 両者が置かれ
た環境の違いに見出すことができるかもしれない｡ パパリゴプロスは, ギリシ
アが独立を達成した直後, ロシアからギリシア王国に移住した｡ この時, 彼は
15歳だった｡ パパリゴプロスの人生は, ギリシア王国が近代国民国家として
の体裁を整えていく過程と, 軌を一にした｡ 一方, セリアノスは, 生涯を通じ
て, ギリシア王国の外で活躍したギリシア人である｡
パパリゴプロスにとって, ギリシア王国は, みずからの身元保証人であると
同時に, 彼のヘレニズムを包摂する出発点となるものだった｡ 歴史家としての
彼の仕事は, この国家の正統性の所在を明らかにすることにあった｡ 彼は, そ
の正統性を, 古代ギリシアから, 中世ビザンツ, そして近代という継続する歴
史のなかに見出した｡ セリアノスは, 国民国家という枠組みや, そこから派生
するナショナリズムに束縛されることはなかった｡ ギリシア人が, ギリシアと
いうひとつの国家の領域に収められることは必然であると強く意識することも
ない｡ 彼にとってのヘレニズムは, 同時代のギリシア人のプライドとは無縁に,
あくまで古代ギリシアに見られた人間のさまざまな活動を意味するのである｡
パパリゴプロスとセリアノスの対照的な姿勢は, 今後ギリシア王国のギリシア
人と, 王国の外の ｢未解放のギリシア人｣ のヘレニズムを考察する際, 有用な
視座を提供することになるだろう｡
近現代ギリシア史を専門とするキャサリン・フレミングは, ヘレニズムの重
要性は, 社会的機能にあると述べている｡ ギリシアの過去と現在の継続性を証
明するためだけでなく, その時々の ｢現在の｣ 状況を説明する, あるいは克服
するために, ヘレニズムは都合よく利用されてきたというのである(79)｡
このように考えれば, なぜ, ヘレニズムが, その時々のギリシア人が置かれ
た状況によって, その内容を変え, 多様に定義されてきたかが理解できる｡ つ
まり, ある特定の時期のヘレニズムが意味することを探ることによって, その
時期の社会や知的環境が, ギリシア人のアイデンティティとして, 何を必要と
していたかを知ることができるだろう｡ 今後そのような個別研究を積み重ねて
いくことが, 最終的に, 近代以降のギリシアにおける, ヘレニズムの生成と発
展の全貌を明らかにすることにつながると考えるゆえんである｡
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